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【九州大学芸術工学部 芸術工学科 メディアデザインコース】（2021年度以降入学者） 

 

 

１）ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

教育の目的 

 メディアデザインコースは、メディアとコミュニケーションに関わるデザインの知識、数理科学的知識、

人間の心理や知的財産に関する知識、芸術と文化に関わる基礎知識を習得し、デザイン、コンテンツ創成

に関する基礎的な表現ができる人材を養成し、次の教育目標を達成した者に、芸術工学の学位を授与する。 

・メディアとコミュニケーションのデザインによって、新しい表現を創出しようとする関心と意欲を有す

る。 

・メディアとコミュニケーションに関わるデザインの知識、そのデザインや研究領域に応用できる数理科

学的知識、人間の心理や、知的財産の保護・流通、芸術と文化に関わる知識を有する。 

・メディアとコミュニケーションのデザイン、コンテンツ創成に必要な表現能力、およびプログラミング

能力を有する。 

・好奇心を持って対象を観察し、その結果を構成し、様々なメディアを使って表現する能力を有する。 

 

参照基準 

Subject Benchmark Statement-Art and Design 

https://www.qaa.ac.uk/docs/qaa/subject-benchmark-statements/sbs-art-and-design-

17.pdf?sfvrsn=71eef781_16 

Subject Benchmark Statement- Law 

https://www.qaa.ac.uk/docs/qaa/subject-benchmark-statements/subject-benchmark-statement-

law.pdf?sfvrsn=b939c881_16 

Subject Benchmark Statement-Communication, Media, Film, and Cultural Studies 

https://www.qaa.ac.uk/docs/qaa/subject-benchmark-statements/subject-benchmark-statement-

communication-media-film-and-cultural-studies.pdf?sfvrsn=28e2cb81_4 

 

到達目標 

A-1. （主体的な学び）深い専門的知識と豊かな教養を背景とし、自ら問題を見出し、創造的・批判的に

吟味・検討することができる。 

A-2. （協働）多様な知の交流を行い、他者と協働し問題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、発表能力、及び討議力を持って広く世界と交流し、効率的に情報を発信、吸収する

ことができる。 

 

B-1. (知識・理解) 理系ディシプリン. 教養・専門基礎、リメディアルの３つを意識した科目を通して、

知識を使える力を備えることができる。 

B-1-2. デザインリテラシー. 芸術工学の基盤となる具体的知識や概念、考え方、方法について理解し、

コースごとの専門にとどまらない普遍的なデザインのリテラシーを説明することができる。 

B-1-3. メディアデザインの概念、及びその体系について理解し、説明できる。 

B-1-4. メディアデザインに関わる人間の知覚、言語、文化、知的財産の保護・流通について理解し、説

明できる。 

B-1-5. メディアデザインにおけるデジタル技術の活用について理解し、説明できる。 

B-1-6. メディアデザインにおける創造的な活動について理解し、説明できる。 
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C-1.(国際) デザイン一般、及び専攻する分野の理論や知識、スキルを英語で学ぶことで、世界における

先端的なデザイン活動に参画することができる。 

C-1-1.（適用・分析）メディアデザインに関わる人間の知覚、言語、文化、知的財産に関する知識を活用

して、メディアとコミュニケーションに関わる事象を定量・定性的に分析し、批判・検証することがで

きる。 

C-1-2. メディアデザインにおけるデジタル技術を活用して、メディアとコミュニケーションに関わる事

象を定量・定性的に分析し、批判・検証することができる。 

C-1-3. メディアデザインにおける創造的な活動についての知識を活用して、メディアとコミュニケーシ

ョンに関わる事象を定量・定性的に分析し、批判・検証することができる。 

C-2 融合. 異分野との協働を通して専門知識を総合的に活用しながら、社会の複合的な課題を発見・提起

し、解決することができる。 

C-2-1.（評価・創造）メディアデザインに関わる人間の知覚、言語、文化、知的財産に関する知識を活用

して、メディアデザインに関する具体的な課題解決を実践することができる。 

C-2-2. メディアデザインに関わる人間の知覚、言語、文化、知的財産に関する知識を活用して、メディ

アデザインに関する情報を取捨選択しながら統合して新たな知見を生み出すことができる。 

C-2-3. メディアデザインにおけるデジタル技術を活用して、メディアデザインに関する具体的な課題解

決を実践することができる。 

C-2-4. メディアデザインにおけるデジタル技術を活用して、メディアデザインに関する情報を取捨選択

しながら統合して新たな知見を生み出すことができる。 

C-2-5. メディアデザインにおける創造的な活動についての知識を活用して、メディアデザインに関する

具体的な課題を解決することができる。 

C-2-6. メディアデザインにおける創造的な活動についての知識を活用して、メディアデザインに関する

情報を取捨選択しながら統合して新たな知見を生み出すことができる。 

 

D-1.（実践）論理的な思考能力と芸術的感性あふれる表現能力を併せ持ち、メディアとコミュニケーショ

ンに関する問題を科学的かつ文化的視点で捉え、新しいメディアテクノロジーを応用し、変化する社

会状況を踏まえた新時代のメディアデザインを切り拓こうとすることができる。 

 

 

２）カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針） 

ディプロマ・ポリシーを達成するために、以下の方針に基づき、本コースでは別表（カリキュラム・マ

ップ）の通り、教育課程を編成する。 

カリキュラムは三つの分節に区分して運用する。 

第1分節（1年～2年前半）は、基盤的な学びの姿勢と知識・理解を習得する「導入・基礎」期、第2分

節（2年後半～3年）は発展的な知識・理解およびその活用力を習得する「発展」期、第3分節（4年）は

知識・能力の統合と新しい知識の創出に取り組む「統合」期と位置づける。 

第1分節「導入・基礎」期では、アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協

学）、ICT 国際社会に必要な能力の向上を目指す科目（サイバーセキュリティー基礎論）、教養としての言

語運用能力習得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、専攻教育を通して英語力習得を目指

す科目（専門英語）、専攻教育につながる基礎的知識と様々な分野の思考法を学ぶ科目（文系ディシプリン、

理系ディシプリン）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ）、多様な知識の獲得と学びの深

化を目指す科目（総合、高年次基幹教育）などの基幹教育科目を通して、「主体的な学び・協働 (A-1、2)」
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を培う。その上で芸術表現やプログラミング言語、コミュニケーションに関わる基礎的な知識を習得させ

るための教育科目を配置する。 

その基盤の上に、第2分節「発展」期では、メディア表現、メディアインタラクション、メディアコミ

ュニケーション学の３つの科目群を配置する。講義型/演習/実験/実習・実技型の専門基礎科目/専門科目

を通し、メディアとコミュニケーションのデザインや研究に応用できる数理的な知識、人の心理に関わる

知識、知的財産の保護・流通、芸術と文化に関わる専門的知識を習得させ、それらの知識を基に関連分野

の事象を評価・分析できるようにする（B-1、 C-1）。さらに、習得した知識を前提とした評価・分析能力

を通じて、メディアデザインに関する具体的な課題解決を実践、さらに、メディアデザインに関する情報

を取捨選択しながら統合して新たな知見を生み出すことを可能とする（C-2）。 

そして、第3分節「統合」期では、卒業研究を通じて、これまで習得した知識を体系化すると共に、論

理的思考能力に基づいた表現能力を養う（D-1）。 

 

 【継続的なカリキュラム見直しの仕組み（内部質保証）】 

学修目標の達成度は、以下の方針（アセスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基

づいて、授業科目内の教授方法や授業科目の配置等の改善の必要性がないかを学務専門委員会の下

に設置するカリキュラム検討WGにおいて検討することで、教学マネジメントを推進する。 

 

 《アセスメント・プラン》 

・第1分節「導入・基礎」期の評価：基礎科目に係る必修科目の単位取得状況、成績評価を総合的

に評価する。 

・第2分節「発展」期の評価：学年ごとの単位取得状況・成績分布の分析と併せ、卒業要件の達成

状況（単位取得状況、成績評価）に基づいて、第1分節から第2分節を通じた全体的学修成果を

評価することで、知識・能力の習得状況を確認する。特に、「メディアデザイン総合プロジェク

トⅠ・Ⅱ」において学生との個別の質疑応答を行い、学修目標の達成度の確認を行う。 

・第3分節「統合」期の評価：卒業論文、単位修得状況、成績評価、就職状況、大学院進学率等に

よって、ディプロマ・ポリシーで求める必要な能力の達成度を確認する。継続的なカリキュラム

見直しの仕組みに関しては学務専門委員会の下にカリキュラム検討委員会を組織し定期的にカリ

キュラムの改善、見直しを検討する． 

 

 

３）アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針） 
  求める学生像 

国立大学法人九州大学では、本学教育憲章の理念と目的を達成するために、高等学校等における基礎的

教科・科目の普遍的履修を基盤とし、大学における総合的な教養教育や専門基礎教育を受け、自ら学ぶ姿

勢を身に付け、さらに進んで自ら問いを立て、創造的・批判的に吟味・検討し、他者と協働し、幅広い視

野で問題解決にあたる力を持つアクティブ・ラーナーへと成長する学生を求めている。 

その中でメディアデザインコースでは、次のような資質、意欲・関心を備えた学生を求めている。 

 
1. メディアとコミュニケーションに関わるデザインと芸術的表現に強い意欲を有する。 

2. メディアとコミュニケーションに関わるデザインの知識、数理科学的知識、人間の心理や知的財

産に関する知識、芸術と文化に関わる知識を習得するために必要な基礎学力を有する。 

3. メディアとコミュニケーションに関わるデザイン、コンテンツ創成に関する基礎的な表現能力を

有する。 
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 求める学生像と学力３要素との関係 

① 知識・技能：高等学校等における理系分野の基礎的教科・科目の履修を通してメディアデザイン

の教育を受けるうえで必要な基礎的学力を有している。特に上記の求める学生像の2.に対応して

いる。 

② 思考力・判断力・表現力等の能力：メディアとコミュニケーションに関わるデザインを客観的に

捉え、創造的に実践するうえで必要な論理的思考能力と、基礎的な表現能力を有している。特に

上記の求める学生像の3.に対応している。 

③ メディアとコミュニケーションに関わるデザインと芸術的表現への強い関心：多様な価値を尊重

し、様々な創造的表現に関心を有している。特に上記の求める学生像の1.に対応している。 

 

  入学者選抜方法との関係 

 ①知識・技能 ②思考力・判断力・ 

表現力等の能力 

③メディアとコミュニケ

ーションに関わるデザ

インと芸術的表現への

強い関心 

一般選抜 

調査書 

大学入学共通テスト 

個別学力検査 

個別学力検査 調査書 

総合型選抜 

調査書 

大学入学共通テスト 

実技 調査書 

志望理由書 

 



凡例 科⽬区分 基幹教育必修
基幹教育選択必
修

基幹教育選択
専攻教育
デザインリテラ
シー科⽬

専攻教育
コース基礎科⽬

専攻教育
コース演習科⽬
（PBL）

専攻教育
コース融合プロジェク
ト・プラットフォーム

専攻教育
コース専⾨科⽬

専攻教育
卒業研究・設計

（再掲は薄⾊表
⽰）

基幹教育必修
専攻教育
デザインリテラ
シー科⽬

専攻教育
コース基礎科⽬

専攻教育
コース演習科⽬
（PBL）

専攻教育
コース融合プロジェク
ト・プラットフォーム

専攻教育
コース専⾨科⽬

専攻教育
卒業研究・設計

基幹教育 専攻教育 専攻教育 専攻教育
専攻教育
ｺｰｽ融合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

専攻教育 専攻教育 必修科⽬：◎ 選択必修科⽬：〇 選択科⽬：印なし

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾃﾗｼｰ科⽬ コース基礎科⽬
コース演習科⽬

（PBL）
コース専⾨科⽬ 卒業研究・設計

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣

区分 領域 学⼠課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

◎卒業研究Ⅰ ◎卒業研究 II

インターンシップ
（学部）I

インターンシップ
（学部）I

インターンシップ
（学部）II

インターンシップ
（学部）II

評価・創造
◎メディアデザイ
ン総合プロジェク
トI

◎メディアデザイ
ン総合プロジェク
トII

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト A

コース融合プロ
ジェクト B

コース融合プロ
ジェクト B

コース融合プロ
ジェクト B

コース融合プロ
ジェクト B

コース融合プロ
ジェクト B

コース融合プロ
ジェクト B

メディア表現

C-2-6. メディアデザインにお
ける創造的な活動についての
知識を活⽤して、メディアデ
ザインに関する情報を取捨選
択しながら統合して新たな知
⾒を⽣み出すことができる。

造形表現演習
 コンテンツデザ
イン演習I

コンテンツデザイ
ン演習II

数理造形と表現演
習

クリエーティブ発
想演習

クリエーティブプ
ロトタイピング演
習

C-2-4. メディアデザインにお
けるデジタル技術を活⽤し
て、メディアデザインに関す

コンテンツインタ
ラクション演習

実世界インタラク
ション演習

C-2-3. メディアデザインにお
けるデジタル技術を活⽤し
て、メディアデザインに関す

コミュニケーショ
ンデザイン演習I

コミュニケーショ
ンデザイン演習II

C-2-2. メディアデザインに関
わる⼈間の知覚、⾔語、⽂
化、知的財産に関する知識を

⽐較演劇・メディ
ア⽂化演習

知的財産マネジメ
ント演習

C-2-1. メディアデザインに関
わる⼈間の知覚、⾔語、⽂
化、知的財産に関する知識を

メディアサイエン
ス演習I

メディアサイエン
ス演習II

適⽤・分析 〇映像表現
〇アニメーション
表現

〇ゲームデザイン
〇広告クリエー
ティブデザイン

〇芸術論
〇タイポグラ
フィックデザイン

〇情報デザイン
〇グラフィックデ
ザイン

〇数理造形

〇メカニクスデザ
イン

〇ウェブサービス
デザイン

〇インタラクショ
ンデザイン

〇バーチャルリア
リティ

〇メディア情報処
理

〇コンテンツ⼯学
〇コンピュータグ
ラフィックス

〇フィジカルコン
ピューティングと
IoT

〇コンピュータビ
ジョン

〇視覚⼼理学 〇⾊彩学
〇⾔葉とコミュニ
ケーション

〇演劇⽂化論 〇知的財産法 〇⼼理学的思考法

知覚⼼理学

国際メディアデザ
インＡⅠ

国際メディアデザ
インＡⅡ

国際メディアデザ
インＡⅢ

国際メディアデザ
インＡⅣ

国際メディアデザ
インＢⅠ

国際メディアデザ
インＢⅡ

国際メディアデザ
インＢⅢ

国際メディアデザ
インＢⅣ

国際的デザイン
スキル

Start-ups and
Global
Disruptors

Global Design
Innovations

Design Pitching
Skills

Intellectual
Property Rights :
Global
Perspective

知識・理解 〇映像表現
〇アニメーション
表現

〇ゲームデザイン
〇広告クリエー
ティブデザイン

〇芸術論
〇タイポグラ
フィックデザイン

〇情報デザイン
〇グラフィックデ
ザイン

〇数理造形

〇メカニクスデザ
イン

〇ウェブサービス
デザイン

〇インタラクショ
ンデザイン

〇バーチャルリア
リティ

〇メディア情報処
理

〇コンテンツ⼯学
〇コンピュータグ
ラフィックス

〇フィジカルコン
ピューティングと
IoT

〇コンピュータビ
ジョン

〇視覚⼼理学 〇⾊彩学
〇⾔葉とコミュニ
ケーション

〇演劇⽂化論 〇知的財産法 〇⼼理学的思考法

知覚⼼理学

〇メディアデザイ
ン概論 I

〇メディアデザイ
ン概論 II

◎メディアデザイ
ン概論 III

◎メディア表現基
礎

◎メディアプログ
ラミング

〇⽂化とデザイン 〇社会とデザイン

◎デザインリテラ
シー基礎

〇⼈間科学とデザ
イン

〇科学技術とデザ
イン

造形の基礎 ◎基礎造形Ⅰ ◎基礎造形Ⅱ 〇基礎造形Ⅲ 〇基礎造形Ⅳ

〇デザイン論Ⅰ 〇デザイン論Ⅱ

〇デザイン・ケー
ススタディⅠ

〇デザイン・ケー
ススタディⅡ

◎⾃然科学総合実
験

◎数理統計学 ◎デザイン史

細胞⽣物学

プログラミング演習

◎情報科学
◎サイバーセキュ
リティ基礎論

芸術⼯学部芸術⼯学科  メデイアデザインコース カリキュラムマップ

実践

4年⽣

B-1-6. メディアデザインにお
ける創造的な活動について理
解し、説明できる。

B-1-5. メディアデザインにお
けるデジタル技術の活⽤につ
いて理解し、説明できる。

B-1-4. メディアデザインに関
わる⼈間の知覚、⾔語、⽂
化、知的財産の保護・流通に
ついて理解し、説明できる。

B-1-3. メディアデザインの概
念、及びその体系について理
解し、説明できる。

C-1-3. メディアデザインにお
ける創造的な活動についての
知識を活⽤して、メディアと
コミュニケーションに関わる
事象を定量・定性的に分析
し、批判・検証することがで
C-1-2. メディアデザインにお
けるデジタル技術を活⽤し
て、メディアとコミュニケー
ションに関わる事象を定量・
定性的に分析し、批判・検証
することができる。
C-1-1. メディアデザインに関
わる⼈間の知覚、⾔語、⽂
化、知的財産に関する知識を
活⽤して、メディアとコミュ
ニケーションに関わる事象を
定量・定性的に分析し、批
C-1-(国際)
デザイン⼀般，及び専攻する
分野の理論や知識，スキルを
英語で学び，世界における先
端的なデザイン活動に参画す
ることができる。

知覚⼼理学測定法

知覚⼼理学測定法

B-1理系ディシプリン. 教養・
専⾨基礎，リメディアルの３
つを意識した科⽬を通して，
知識を使える⼒を備えること
ができる。

D-1.（実践）
論理的な思考能⼒と芸術的感
性あふれる表現能⼒を併せ持
ち、メディアとコミュニケー
ションに関する問題を科学的
かつ⽂化的視点で捉え、新し
いメディアテクノロジーを応
⽤し、変化する社会状況を踏
まえた新時代のメディアデザ

C-2-融合
異分野との協働を通して，専
⾨知識を総合的に活⽤しなが
ら，社会の複合⼿な課題を・
提起し、解決することができ
る。

B-1-2. デザインリテラシー.
芸術⼯学の基盤となる具体的
知識や概念，考え⽅，⽅法に
ついて理解し，コースごとの
専⾨にとどまらない普遍的な
デザインのリテラシーを説明
することができる。

基礎科学実習、基礎化学、無機物質
化学、有機物質化学、基礎化学結合
論、集団⽣物学、地球と宇宙の科
学、地球科学、、空間表現実習I、空
間表現実習II、、デザイン思考

学修⽬標

メディアインタ
ラクション

メディアコミュ
ニケーション

メディア表現

メディアインタ
ラクション

⼈間とデザイン

デザイン論

メディアコミュ
ニケーション

海外におけるデ
ザイン活動

メディア表現

メディアインタ
ラクション

メディアコミュ
ニケーション

メディアデザイ
ン基礎

微分積分学I（または⼊⾨微分積分
I）

微分積分学II,（または⼊⾨微分積
分）

線形代数学I （または⼊⾨線形代数
学I)

線形代数学II（または⼊⾨線形代数
学II)

⼒学基礎 ⼒学基礎演習

電磁気学基礎 電磁気学基礎演習

⽣物学概論基礎化学熱⼒学I、基礎科学熱⼒学II

図形科学I、図形科学II



1年⽣ 2年⽣ 3年⽣

区分 領域 学⼠課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

4年⽣学修⽬標

主体的な学び・協働

〇専⾨英語 〇専⾨英語

◎基幹教育セミ
ナー

⾃コース演習
（PBL）科⽬

⾃コース専⾨科⽬

他コース演習
（PBL）科⽬

他コース専⾨科⽬

◎健康・スポーツ科学演習 ◎課題協学科⽬

区分 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

学修⽬標 1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣

導⼊・基礎期 発展期 統合期

達成度調査（専⾨⼒）その1 達成度調査（専⾨⼒）その2 卒業研究の審査【共通ルーブリック】

導⼊・基礎期 発展期 統合期

アセスメント・プラン

教育課程の時期区分

【以下の科⽬は、〇選択必修】⽂系ディシプリン科⽬
社会思想史、先史学⼊⾨、⽂学・⾔語学⼊⾨、芸術学⼊⾨、地理学⼊⾨、
社会学⼊⾨、現代教育学⼊⾨、教育基礎学⼊⾨、政治学⼊⾨、経済学⼊
⾨、The Law and Pollitics of International Society、哲学・思想⼊⾨、歴
史学⼊⾨、⽂化⼈類学⼊⾨、⼼理学⼊⾨、法学⼊⾨、経済史⼊⾨

フロンティア科⽬、オープン科⽬ ⾼年次基幹教育科⽬

速習エスペラント、速習オランダ語

【以下の科⽬は、〇選択必修】⾔語⽂化科⽬（第2外国語）
ドイツ語IA, IB, ドイツ語IIA, IIB,ドイツ語プラクティクムI
フランス語IA, IB, フランス語IIA, IIB、フランス語プラティクI
中国語IA,IB,中国語IIA, IIB, 中国語実践I
ロシア語IA, IB, ロシア語IIA、IIB,
韓国語IA, IB, 韓国語IIA, IB,
スペイン語IA, IB, スペイン語IIA、IIB,
（留学⽣向け）⽇本語I、⽇本語II、⽇本語III、⽇本語IV

【以下の科⽬は、〇選択必修】⾔語⽂化科⽬（第1外国語・英語）
学術英語A・リセプション、学術英語A・プロダクション、学術英語B・イ
ンテグレイト、学術英語A・CALL、学術英語B・CALL、学術英語C・集
中演習 学術英語・アカデミックイシューズ、学術英語・グローバルイ
シューズ、学術英語・プロダクション１、学術英語・プロダクション２、
学術英語・CALL１ 学術英語CALL 2

A-1.（主体的な学び）
深い専⾨的知識と豊かな教養
を背景とし、⾃ら問題を⾒出
し、創造的・批判的に吟味・
検討することができる。

A-3. ⽂章表現能⼒，発表能
⼒，及び討議⼒を持って広く
世界と交流し，効率的に情報
を発信，吸収することができ
る。

A-2.（協働）
多様な知の交流を⾏い、他者
と協働し問題解決にあたるこ
とができる。




